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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】化粧水と炭酸ガスとの混合液を顔肌等に噴霧状
に吹き付ける美顔器具を収納する収納箱を提供する。
【解決手段】炭酸混合化粧水を霧状に噴射する美顔器具
に於いて、合成樹脂製の上開口の下側筐体２９と、この
下側筐体の開口上縁に上縁が着座すると共に、該下側筐
体に嵌合される合成樹脂製の中間筐体３０と、更に該中
間筐体の上部に空間を形成する、開蓋自在に装着される
合成樹脂製の上側筐体３１とで成し、前記合成樹脂製の
中間筐体には、前記直立型炭酸ガス供給用ボンベを収納
すると共に、ガス噴出を操作する円形回転調整用摘子を
備えるボンベ収納ボックスＸを直立状に収納載置する上
開口の第１縦状収納窪部３２と、前記スプレー本体を収
納する上開口の第２縦状収納窪部と、該スプレー本体と
前記直立型ボンベ収納ボックスとを接続する可撓性ホー
スを収納する上開口の第３縦状収納窪部３４とであって
、各縦状収納窪部は互いに連通している美顔器具収納箱
。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
（１）所定量の化粧水をカップに収納し、且つ炭酸ガス供給用ボンベから可撓性ホースを
介して導かれた炭酸ガスをスプレー本体の先端噴出ノズルから噴出させて前記カップ内の
化粧水と共に、炭酸混合化粧水を霧状に噴射する様にした美顔器具に於いて、
（２）合成樹脂製の上開口の下側筐体と、
（３）この下側筐体の開口上縁に上縁が着座すると共に、該下側筐体に嵌合される合成樹
脂製の中間筐体と、
（４）更に該中間筐体の上部に空間を形成する様、開蓋自在に装着される合成樹脂製の上
側筐体とで成し、
（５）前記合成樹脂製の中間筐体には、前記直立型炭酸ガス供給用ボンベを収納すると共
に、ガス噴出を操作する円形回転調整用摘子を上部に備えるボンベ収納ボックスを直立状
に収納載置する上開口の第１縦状収納窪部と、
（６）前記スプレー本体を収納する上開口の第２縦状収納窪部と、
（７）該スプレー本体と前記直立型ボンベ収納ボックスとを接続する可撓性ホースをカー
ル状に収納する上開口の第３縦状収納窪部とであって、
（８）第１、第２、第３縦状収納窪部は互いに連通していることを特徴とする美顔器具収
納箱。
【請求項２】
（１）所定量の化粧水をカップに収納し、且つ炭酸ガス供給用ボンベから可撓性ホースを
介して導かれた炭酸ガスをスプレー本体の先端噴出ノズルから噴出させて前記カップ内の
化粧水と共に、炭酸混合化粧水を霧状に噴射する様にした美顔器具に於いて、
（２）合成樹脂製の下側筐体と、
（３）この下側筐体の開口上縁に上縁が着座すると共に、該下側筐体に嵌合される合成樹
脂製の中間筐体と、
（４）更に該中間筐体の上部に空間を形成する様、開蓋自在に装着される合成樹脂製の上
側筐体とで成し、
（５）前記合成樹脂製の中間筐体には、前記直立型炭酸ガス供給用ボンベを収納すると共
に、ガス噴出を操作する円形回転調整用摘子を上部に備えるボンベ収納ボックスを直立状
に収納載置する上開口の第１縦状収納窪部と、
（６）前記スプレー本体を収納する上開口の第２縦状収納窪部と、
（７）該スプレー本体と前記直立型ボンベ収納ボックスとを接続する可撓性ホースをカー
ル状に収納する上開口の第３縦状収納窪部とであって、
（８）前記スプレー本体を収納する上開口の第２縦状収納窪部を中央に配し、
（９）ボンベ収納ボックスを収納する上開口の第１縦状収納窪部を一方側に配し、
（10）可撓性ホースをカール状に収納する上開口の第３縦状収納窪部を他方側に配して夫
々の縦状収納窪部を互いに連通していることを特徴とする美顔器具収納箱。
【請求項３】
　前記合成樹脂製の上側筐体は、合成樹脂製中間筐体の第１、第２、第３縦状収納窪部に
収納された直立型ボンベ収納ボックス、スプレー本体、カール状に収納された可撓性ホー
スが可視できる様、可透性合成樹脂製にて形成したことを特徴とする請求項１又は２の何
れか１記載の美顔器具収納箱。
【請求項４】
　前記合成樹脂製の中間筐体は、上縁を下側筐体の開口上縁に着座させると共に、該下側
筐体の底部から挿入された止めネジが螺合して下側筐体と組合さることを特徴とする請求
項１又は２の何れか１記載の美顔器具収納箱。
【請求項５】
前記下側筐体の開口上縁は、側壁のほぼ中間位置に薄肉部を形成し、この薄肉部を外方向
から押圧することによって内側に反ると共に、中間筐体の側壁との間に空隙を形成する様
にしたことを特徴とする請求項１又は２の何れか１記載の美顔器具収納箱。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は化粧水と炭酸ガスとの混合液を顔肌等に噴霧状に吹き付ける美顔器具を収納す
る収納箱に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、炭酸成分が皮膚下の毛細血管に作用してこの毛細血管を拡張させる効能を利
用し、化粧水と共に混合液を顔肌等に吹き付けると共に、皮脂や汚れ等の残骸物を顔肌か
ら遊離させて取り除き、より若々しく美しい顔肌を指向する社会的ウオンツが顕在化して
いる。
　そこで、これらに関連する多くの技術文献１～４が存在し、炭酸ガスボンベとガス噴出
ノズルとを機械的に直結、即ちスプレー本体内にガスボンベを収納し、スプレー本体その
ものを手元にて持上げ操作し、混合化粧水をガスと共に噴射させている。
【０００３】
　然しながら、美顔器の使用は主に女性であることから、約３００ｇからの炭酸ガスボン
ベを含め相応の重さの美顔器を片手で顔面の高さまで持ち上げての使用は、些か現実にそ
ぐわない。
　そこで、本願発明者の一人が創作活動の一翼を担って技術文献５に示す美顔器の製品化
に結び付け、更には改良を重ね、技術文献６、７に示す美顔器を創出した。
　これらは、炭酸ガスボンベを収納するボックスと手元にて操作するスプレーとを分離し
て両者を可撓性ホースにて接続すると共に、炭酸ガスボンベの収納ボックスは化粧台等に
直立着座させたままで、スプレーを軽快に操作することとしている。
【０００４】
　而して、更なる商品の利便性を探求すると共に、企図することとし、炭酸ガスボンベの
収納ボックスを化粧台等に直立着座させ、スプレーを持上げて操作することから、視線が
鏡面に集中し、炭酸ガスボンベの収納ボックスの存在がおろそかになり、スプレーの操作
によって可撓性ホースが引っ張られ、炭酸ガスボンベの収納ボックスが縦長であることと
相俟って、横倒れする恐れがある。
　そこで、炭酸ガスボンベの収納ボックスを横向きに倒して使用されることも危惧され、
且つガス噴出に支障が伴う恐れもある。
　更に、使用後の保管についても、縦長状の炭酸ガスボンベの収納ボックスを横向きに倒
したまま放置する恐れもあり、その後の使用において支障を来すことも否定できない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】実用新案出願公告昭６３－４８２６５号
【特許文献２】特開２０００－１９７５１９号
【特許文献３】特開平５－２３８９２８号
【特許文献４】特開２００３－５４６６２号
【特許文献５】特許第４２７７３０６号
【特許文献６】実用新案登録第３１３６４６５号
【特許文献７】特許第４８７１９３７号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、炭酸ガスボンベを収納するボックスと、手元にて操作するスプレーとを分離
して両者を可撓性ホースにて接続することによってスプレーを持上げて操作することから
、可撓性ホースが引っ張られ、炭酸ガスボンベの収納ボックスが縦長であることと相俟っ
て、横倒れする恐れがあること、更には炭酸ガスボンベの収納ボックスを横向きに倒して
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使用されることからガス噴出に支障が伴う恐れもあること、並びに使用後の保管について
も、縦長状の炭酸ガスボンベの収納ボックスを横向きに倒したまま放置する恐れもあり、
その後の使用に支障を来すことへの課題を解決する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、
（１）所定量の化粧水をカップに収納し、且つ炭酸ガス供給用ボンベから可撓性ホースを
介して導かれた炭酸ガスをスプレー本体の先端噴出ノズルから噴出させて前記カップ内の
化粧水と共に、炭酸混合化粧水を霧状に噴射する様にした美顔器具に於いて、
（２）合成樹脂製の上開口の下側筐体と、
（３）この下側筐体の開口上縁に上縁が着座すると共に、該下側筐体に嵌合される合成樹
脂製の中間筐体と、
（４）更に該中間筐体の上部に空間を形成する様、開蓋自在に装着される合成樹脂製の上
側筐体とで成し、
（５）前記合成樹脂製の中間筐体には、前記直立型炭酸ガス供給用ボンベを収納すると共
に、ガス噴出を操作する円形回転調整用摘子を上部に備えるボンベ収納ボックスを直立状
に収納載置する上開口の第１縦状収納窪部と、
（６）前記スプレー本体を収納する上開口の第２縦状収納窪部と、
（７）該スプレー本体と前記直立型ボンベ収納ボックスとを接続する可撓性ホースをカー
ル状に収納する上開口の第３縦状収納窪部とであって、
（８）第１、第２、第３縦状収納窪部は互いに連通していることを特徴とするものである
。
【０００８】
　更に本発明は、
（１）所定量の化粧水をカップに収納し、且つ炭酸ガス供給用ボンベから可撓　性ホース
を介して導かれた炭酸ガスをスプレー本体の先端噴出ノズルから噴出させて前記カップ内
の化粧水と共に、炭酸混合化粧水を霧状に噴射する様にした美顔器具に於いて、
（２）合成樹脂製の下側筐体と、
（３）この下側筐体の開口上縁に上縁が着座すると共に、該下側筐体に嵌合される合成樹
脂製の中間筐体と、
（４）更に該中間筐体の上部に空間を形成する様、開蓋自在に装着される合成樹脂製の上
側筐体とで成し、
（５）前記合成樹脂製の中間筐体には、前記直立型炭酸ガス供給用ボンベを収納すると共
に、ガス噴出を操作する円形回転調整用摘子を上部に備えるボンベ収納ボックスを直立状
に収納載置する上開口の第１縦状収納窪部と、
（６）前記スプレー本体を収納する上開口の第２縦状収納窪部と、
（７）該スプレー本体と前記直立型ボンベ収納ボックスとを接続する可撓性ホースをカー
ル状に収納する上開口の第３縦状収納窪部とであって、
（８）前記スプレー本体を収納する上開口の第２縦状収納窪部を中央に配し、
（９）ボンベ収納ボックスを収納する上開口の第１縦状収納窪部を一方側に　配し、
（10）可撓性ホースをカール状に収納する上開口の第３縦状収納窪部を他方側に配して夫
々の縦状収納窪部を互いに連通していることを特徴とするものである。
【０００９】
　更に本発明は、合成樹脂製の上側筐体は、合成樹脂製中間筐体第１、第２、第３縦状収
納窪部に収納された直立型ボンベ収納ボックス、スプレー本体、カール状に収納された可
撓性ホースが可視できる様、可透性合成樹脂製にて形成したことを特徴とするものである
。
【００１０】
　又本発明は、合成樹脂製の中間筐体は、上縁を下側筐体の開口上縁に着座させると共に
、該下側筐体の底部から挿入された止めネジが螺合して下側筐体と組合さることを特徴と
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するものである。
【００１１】
　又本発明は、下側筐体の開口上縁は、側壁のほぼ中間位置に薄肉部を形成し、この薄肉
部を外方向から押圧することによって内側に反ると共に、中間筐体の側壁との間に空隙を
形成する様にしたことを特徴とするものである。
【発明の効果】
【００１２】
（１）請求項１により、炭酸ガスボンベ収納ボックスは合成樹脂製の下側筐体に収納保持
されているので、スプレー操作時に可撓性ホースの引張力に追随して該炭酸ガスボンベ収
納ボックスが横倒れすることがなく、スプレー操作を軽快に行える。
　更に、美顔器具を使用した後、スプレー本体についてもカール状にした可撓性ホースと
共に、夫々の第１縦状収納窪部、第２縦状収納窪部、第３縦状収納窪部にと分離して収納
され、雑然と収納されることにより次回の使用時に可撓性ホースと絡まった状態から無理
に解そうとして、可撓性ホースが抜け外れることもなく、旅行等に際して持ち運びできる
利便性がある。
【００１３】
　請求項２により、スプレー本体を収納する第２縦状収納窪部を中心として一方側の第１
縦状収納窪部にはボンベ収納ボックスが、他方側の第３縦状収納窪部にはカール状に可撓
性ホースが夫々収納しているので、両者を整然と区分して整理収納することができる。
【００１４】
　請求項３により、上側筐体から中間筐体の第１、第２、第３縦状収納窪部に収納された
直立型ボンベ収納ボックス、スプレー本体、カール状に収納された可撓性ホースが可視で
きる。
【００１５】
　請求項４により、合成樹脂製の中間筐体と下側筐体とは止めネジにて強固に結着してお
り、直立型ボンベ収納ボックス、スプレー本体、可撓性ホースの重みで中間筐体が抜け外
れることもなく、不測の事態を免れる。
【００１６】
　請求項５により、中間筐体と下側筐体とが強固に密着結合している場合においても、下
側筐体の薄肉部を外方向から押圧すれば、中間筐体の側壁との間に空隙、即ち両筐体の密
着が解かれ、容易に外すことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】美顔器具の使用状態を示す斜視図
【図２】美顔器具の全体斜視図
【図３】直立型ボンベ収納ボックスの断面図
【図４】スプレー本体の断面図
【図５】美顔器具収納箱の斜視図
【図６】同上の断面図
【図７】同上の部分拡大断面図
【図８】同上の部分斜視図
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下本発明を実施形態の図面に基づいて説明する。図１は美顔器の使用状態を示す斜視
図であって、使用者が手先Ｈにてスプレー本体Ｓの握手部Ｓａを保持している。図２は美
顔器具Ｗの全体を示す斜視図であって、直立型ボンベ収納ボックスＸを上下側筒体１、２
にて構成しており、ボンベ収納ボックスＸの側面Ｘａから導き出された可撓性ホースＰと
スプレー本体Ｓとが接続されている。図３は、直立型ボンベ収納ボックスＸの内部構造を
示す断面図であって、上側筒体１に装填された炭酸ガス供給用ボンベＢの食出し部Ｂａを
下側筒体２に収納した状態を示している。
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【００１９】
　具体的には炭酸ガス供給用ボンベＢの上端噴出口頭部３に形成されたネジ４を上側筒体
１のソケット部５のネジ孔６に捻じ込む。
　このソケット部５は上側筒体１の内筒７に装備されており、内筒７は上側筒体１の下開
口１ａより挿入されて圧入装備され、一体化される。
　従って、炭酸ガス供給用ボンベＢの上端噴出口頭部３は隠蔽されて外部に触れない状態
で、該炭酸ガス供給用ボンベＢは図３に示す如く、食出し部Ｂａを下側筒体２に収納され
ており、その下側筒体２は有底としているので炭酸ガス供給用ボンベＢは底部２ａにて覆
われた状態にて吊り下げられ、食出し部Ｂａが下側筒体２の底部２ａから浮いた状態で装
填される。
【００２０】
　ソケット部５のネジ孔６には炭酸ガス供給用ボンベＢの上端噴出口頭部３の上部に対峙
してノズル部８が螺着されている。
【００２１】
　このノズル部８は、噴出用管９を備えており、この噴出用管９が炭酸ガス供給用ボンベ
Ｂを捻じ込んだ際、その噴出口頭部３の封印膜３ａに貫通し、炭酸ガス供給用ボンベから
の噴出ガスを噴出用管９、内孔１０、ノズル１１に亘ってガス流通路を形成する。
　而して、ノズル部８の内孔１０には上下動する弁杆１２を挿通しており、常に第２バネ
１３にて上方向に弾圧されており、この弁杆１２の上下動によってノズル１１の開閉を行
う。
【００２２】
　上側筒体１の上部面１ｂには一方向および反対方向に水平回転する様、炭酸ガス噴出調
整用の円形調整用摘子１４が位置しており、該円形調整用摘子１４の内側面には雌ネジ１
５を形成し、上側筒体１の上部面１ｂに、該上側筒体１の外径より小径のボス１６を直立
させ、該ボス１６の外周に雄ネジ１７を形成して、円形調整用摘子１４の雌ネジ１５と螺
合し、該円形調整用摘子１４は、その回転によって上下動する。
　円形調整用摘子１４からは押圧杆１８が垂下しており、その下端が弁杆１２の上端に当
接しており、円形調整用摘子１３は第１バネ１９にて常に上方向に弾圧されている。
　勿論、第１バネ１９と第２バネ１３のバネ圧力は、その機能目的から第１バネ１９を強
くしている。
【００２３】
　而して、円形調整用摘子１４の雌ネジ１５と上側筒体１の雄ネジ１７とは螺合、即ち、
円形調整用摘子１４の雌ネジ１５の回転には、少なくともギャップ（空隙）を要し、その
ギャップによって弁杆１２と押圧杆１８との接圧がバラ付くことを考慮し、ガス漏れが生
じない様に、常に押圧杆１８が弁杆１２を弾圧させることとしている。
　これは、前記ソケット部５のネジ孔６に炭酸ガス供給用ボンベＢの上端噴出口頭部３と
の螺着との文言を敢えて異にしている所以である。
　而して図４は、スプレー本体Ｓの具体例を示し、ボンベ収納ボックスＸの側面Ｘａから
導き出された可撓性ホースＰが握手部Ｓａの内部Ｓｂに引込まれ、ガスケット２０にと接
続される。
【００２４】
　可撓性ホースＰは、引込口金２１に接続され、更に中継用パイプＰａを介してガスケッ
ト２０に接続される。
　このガスケット２０は、弁機構２０ａを有し、スプレー本体Ｓに反転自在に軸支持され
た操作部２２にて弁機構２０ａを動作させ、中継用パイプＰａからの炭酸ガスの送出、停
止を操作する。
　尚、操作部２２は、軸２３にて支持され、軸２３に備えられたコイルバネ２４にて矢印
ａの方向に付勢されており、操作部２２を指先にて引くことによって、矢印ａと反対方向
に反転させ、操作部２２の下縁２２ａが弁機構２０ａの弁杆２０ｂを押し下げ、炭酸ガス
が送出される。
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【００２５】
　更に弁機構２０ａの送出口２０ｃには送出用パイプＰｂの一端が接続されており、他端
がガス噴出用ヘッド部２５に接続されており、先端ノズル２６から操作部２２の操作によ
って炭酸ガスが噴出することとなる。
　このガス噴出用ヘッド部２５には化粧水を収納するカップ２７を、導管２８を介して一
定角度回動する様、軸支持しており、仮にスプレー本体Ｓを所望の角度で操作した場合に
おいても、カップ２７内の化粧水を常に最適な状態に修正追随させ、炭酸ガスのみが噴出
することがない。
【００２６】
而して、この混合化粧水の噴出は、ガス噴出用ヘッド部２５の内部において化粧水と混合
させているが、勿論、先端ノズル２６の近傍にカップ２７を位置させ、炭酸ガスの噴出に
伴い、化粧水を引き寄せる形式としてもよく、最終的に腕、足、身体の肌面への炭酸混合
化粧水を霧状に噴射すればよいのであって、特に限定するものではない。
　勿論、上記実施例の美顔器具Ｗは一実施例に過ぎず、特に限定するものではない。
【００２７】
　図５は上記構成された美顔器具Ｗを収納箱に収納した状態をと示す斜視図であって、下
側筐体２９、中間筐体３０、上側筐体３１にて構成されており、下側筐体２９は上開口２
９ａに形成され、且つ中間筐体３０は下開口３０ａに形成、更に上側筐体３１は下開口３
１ａにと夫々合成樹脂にて成形されており、上側筐体３１は可透性合成樹脂製となってお
り、図７に示す如く、下側筐体２９の開口上縁２９ｂに中間筐体３０の開口下縁３０ｂが
着座し、中間筐体３０の天板３０ｃの周縁３０ｄに上側筐体３１の開口下縁３１ｂが嵌合
し、開蓋自在に装着される。
　而して、中間筐体３０の天板３０ｃには上側筐体３１を外した状態にて円形調整用摘子
１４が回転操作できる様、直立型ボンベ収納ボックスＸを上開口３２ａの第１縦状収納窪
部３２に収納している。
【００２８】
　更に中間筐体３０の天板３０ｃにはスプレー本体Ｓを収納する上開口３３ａの第２縦状
収納窪部３３を形成している。
　又、中間筐体３０の天板３０ｃには可撓性ホースＰをカール状にして収納する上開口３
４ａの第３の縦状収納窪部３４を形成しており、各々の第１、第２、第３縦状収納窪部３
２、３３、３４は互いに連通し、この連通窪部３５に直立型ボンベ収納ボックスＸからス
プレー本体Ｓ、更にはカール状に収納される可撓性ホースＰの通路となっている。
　勿論、この第３縦状収納窪部３４には炭酸ガス供給用ボンベＢを直立型ボンベ収納ボッ
クスＸに装填していない状態、即ち製品出荷状態にて収納することとしてもよく、又、装
填した後の予備用の炭酸ガス供給用ボンベＢの収納スペースとしても利用できる。
【００２９】
　各々の第１、第２、第３縦状収納窪部３２、３３、３４の配列は、スプレー本体Ｓを収
納する第２縦状収納窪部３３を中央に、且つ第１、第３縦状収納窪部３２、３４を両側に
配して、可撓性ホースＰが整然と区分して整理収納され、錯綜して無理に解こうとして可
撓性ホースＰが直立型ボンベ収納ボックスＸ或いは、スプレー本体Ｓから抜け外れること
がない。
　これらの状態は、上側筐体３１が可透性合成樹脂製のため内部の収納状態を確認できる
。
　中間筐体３０の底部３０ｄには下側筐体２９の底部２９ｃから挿入された止め
ネジ３６が螺合し、下側筐体２９とを組合せる。
【００３０】
　下側筐体２９の開口上縁２９ｂは、その側壁２９ｄのほぼ中間位置に薄肉部２９ｅを形
成し、下側筐体２９を外す際に、薄肉部２９ｅを外方向から押圧すれば、薄肉部２９ｅが
内側に反ると共に、中間筐体３０の側壁３０ｅとの間に空隙が形成されて両者の密着は解
放されて、中間筐体３０を簡単に抜け外すことができる。
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　下側筐体２９には左右の止め具３７によってコ字型吊手３８が反転自在に取付られてお
り、収納した美顔器具Ｗと共に、収納箱を持ち運ぶことができる。
【符号の説明】
【００３１】
　Ｓ　　スプレー本体
　Ｓａ　握手部
　Ｗ　　美顔器具
　Ｘ　　直立型ボンベ収納ボックス
　Ｐ　　可撓性ホース
　Ｂ　　炭酸ガス供給用ボンベ
１４　円形調整用摘子
２７　カップ
　　２９　下側筐体
３０　中間筐体
３１　上側筐体
３２　第１縦状収納窪部
３３　第２縦状収納窪部
３４　第３縦状収納窪部
３５　連通窪部
 

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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